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ロビー
展示

ロビー展示「栃木県立図書館EXPO
～未来といのちにフィーチャーする～」

栃木県内の宇宙事業(フューチャー)や農作物の新品種開発(ラ
イフ)等に関連する資料を１階ロビーで展示しています。栃木県子
ども総合科学館や農業総合研究センターなどと連携し、見て楽し
い学んで楽しい展示となっておりますので、ぜひご覧ください。

《展示期間》令和７（2025）年５月23日（金）から７月23日（水）まで

館内
展示 課題解決支援コーナー展示

「やさしいきもちで支え合う ～共に生きる社会へ～」

令和６（2024）年４月に改正された「障害者総合支援
法」は、障害のある方が人権を持つ一人の個人として、
尊厳をもって暮らせる社会の実現を目指す法律です。

現在、公開資料室２階の「地域福祉情報コーナー」
では、改正法に関連する資料を展示しています。法律
や支援制度に関する資料をはじめ、地域生活支援や
就労支援に関する図書・資料を幅広くご紹介していま
す。展示資料のリストも配布しておりますので、気になる
本があればぜひ手に取ってご覧ください。

やさしい気持ちで支え合う社会の一歩を、図書館か
ら始めてみませんか？

第403号の
主な内容

・ロビー展示「栃木県立図書館EXPO」…p1
・館内展示「やさしいきもちで支え合う」…p1
・県立図書館公式Instagram開設…p2
・県民ライブコンサート…p2
・国立国会図書館からの礼状…p2

・＜連載＞館長コラム…p3
・県民の日記念イベント出展…p3
・＜連載＞司書の目（おすすめ本紹介） …p4
・イベント案内＆カレンダー…p4
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お知らせ 県立図書館公式Instagramを開設しました！

令和７（2025）年４月より栃木県立図書館公式Instagramを開設
しました。

ロビー展示紹介、イベント情報、新着資料紹介、各種お知らせ
などを投稿します。Facebookでも引き続き情報を発信しています。
ぜひフォローして最新情報をお待ちください！

アカウントはこちらから⇒

コンサート

県民ライブコンサート（実施報告と今後の予定）

今年度の県民ライブコンサート全６回のうち、１回目
のコンサートを開催しました。多くの方にご来場いただ
きありがとうございました。

第２回、第３回の予定は以下のとおりです。公演の詳
細は、館内及び当館ホームページで配布するチラシを
ご覧ください。

第２回：クラリネットとピアノによるコンサート
日 時 令和７（2025）年７月13日（日）

13時30分開場 14時開演
会 場 栃木県立図書館１階ホール
出 演 三浦美春 井浦真弓
曲 目 クラリネットソナタ、幻想即興曲 等

第１回：尺八と琵琶によるコンサート
６月１日（日）石田雄士・石田さえ

第３回：電子オルガン（エレクトーン）によるコンサート
日 時 令和７（2025）年８月17日(日)

13時30分開場 14時開演
会 場 栃木県立図書館１階ホール
出 演 柏崎直之
曲 目 きらきら星、いつか王子様が 等

令和７（2025）年度開催予定（10月以降）

第４回：小オーケストラによるコンサート
（題名のある音楽会 Vol.6）
10月12日（日） 斎藤享久 ほか

第５回：うたとフルートで綴る午後のひととき
〜秋の名曲コンサート〜
11月23日（日） 黒田歩 上野茜 森岡桃子

第６回 ：【子ども対象】ピアノと朗読のコンサート
12月21日（日） 大木朋香

お知らせ 国立国会図書館から礼状をいただきました

当館では「レファレンスサービス（調査相談業務）」として、皆様
が必要な本や情報を得るためのお手伝いをしています。回答し
たレファレンスの一部は、今後の調査に役立てるため、質問者の
個人情報がわからないよう編集したうえで、国立国会図書館の運
営する「レファレンス協同データベース」に登録しています。

事業に貢献した図書館には国立国会図書館長から礼状が送
られます。当館は昨年の登録実績によりこの礼状をいただくこと
ができました。これは、平成17年(2005)年の制度開始から16年連
続となります。

これまでにいただいた礼状は、２階調査相談室カウンター付近に掲示しています。

Facebook
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〈館長コラム〉

「節目の年」

令和７年、2025年も早いもので半年が過ぎました。しばしば話題になっているのでご存知の方も多いと
思いますが、今年は、昭和元(1926)年から数えて100年目の「昭和100年」の年にあたります。

当館では、作家などの生誕○年、没後○年といった節目にちなんだ館内展示を４階公開資料室や３階
地域資料室等で度々行っていますが、現在、４階公開資料室では「三島由紀夫生誕100年」の展示を
行っています。この展示では、誰もが知る小説や戯曲以外の三島氏による随筆、評論等の執筆作品をは
じめ、政治活動や映画出演・製作など作家活動に留まらない多岐にわたる分野での活躍、氏が同世代や
後の世代に与えた影響を辿ることのできる、多様な資料を紹介しています。

三島由紀夫氏は大正14（1925）年生まれで満年齢が昭和の年数と一致し、昭和を体現した作家と称さ
れることがよくあります。昭和100年の今年、存命であれば100歳を迎えていたことになりますが、昭和
45(1970)年に衝撃的な形で自ら人生の幕を引いた氏は、昭和のその後約３分の１の時代も、平成以降の
時代も知らず、昭和100年の半分も生きていないということを今さらに思い至ります。それでも三島氏の生
涯や数々の作品を振り返る時、戦争から戦後復興、高度経済成長といった激動期、日本という国や日本
人の有り様が大きく変貌した時期と活躍の時期が重なっていること、活躍している中で戦後日本に強い違
和感を表明してきたこと、そうした存在そのものが昭和を象徴していると多くの人に感じさせるのだと思いま
す。

今年は戦後80年にもあたり、これから終戦の日に向けて、当館も含め様々な場所で関連の展示等が企
画されています。国民の約３割が平成以降の生まれとなっている現在、昭和という時代は、ただ懐かしい
だけのものではなく、新たな発見のきっかけを得られる時代でもあります。当館には、様々な角度から昭和
100年、戦後80年を顧みることのできる資料が揃っていますので、節目の年を機に、これまでの時代を改
めて掘り下げてみたいとお考えの方は、ぜひお立ち寄りいただければと思います。

（県立図書館長）

実施
報告 県民の日記念イベントに出展しました

■県民の日とは
明治６（1873）年、当時の栃木県と

宇都宮県が統合され、おおむね現在
の形の栃木県が誕生しました。

栃木県ではこれを記念し、県民が
郷土について理解と関心を深め、県
民としての一体感と自治の意識をは
ぐくみ、より豊かな郷土を築きあげるこ
とを期する日として、昭和60（1985）年
に６月15日を「栃木県県民の日」と定
めました。

■記念イベント
６月15日（日）に開催された県民の日

記念イベントに当館もブースを出展し
ました。

図書館内で開催中のロビー展示「栃木県立図書館EXPO ～未来といのちにフィーチャーする～」の
紹介や、県立図書館の利用等に関する紹介パネルを展示したほか、オリジナルしおりの配布も行いました。

ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。
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〈コラム〉
司書
の目

わたしの１冊 読んでみませんか？ 司書が日常の中で接した
本から、おすすめの１冊を
ご紹介します。『松居直と「こどものとも」』

（松居直／著 ミネルヴァ書房 2013）

松居直（まつい ただし）氏は、子どもの本に関わる人なら誰もが知る編集
者です。現在も続く福音館書店の月刊絵本「こどものとも」を創刊、第149号
まで編集を担当し、赤羽末吉、長新太、藪内正幸、山脇百合子など数々の
才能を発掘しました。この149冊について、制作意図や作家の起用に込め
た思いなどを松居氏自身が語った貴重な資料です。

まず驚くべきはラインナップ。『スーホのしろいうま』『かばくん』『ぐりとぐら』
など、今も愛され続けるロングセラーのオンパレードです。これらの名作１つ
１つが出版されるまでの手間暇や仕事ぶりを見れば、なぜ長く読み継がれ
ているのか納得できます。また、多くの著名な絵本作家がこの時期の「こども
のとも」で絵本デビューしており、松居氏がどれほど絵本作家の発掘と育成
に尽力したのかを窺い知ることができます。「本物」に触れてほしいとの思い
から本職の画家も多く起用されましたが、芸術性が高くても絵本に向かない
絵もあるそうです。絵が動く、絵が語ることが子どもの心に響く要素で、何度
も描き直させることもあったようです。本当に子どものためになる絵本とはどういうものなのか、試行錯誤し
考え続けた「編集職人」としての松居氏の仕事ぶりを実感できます。

なお、本書は「シリーズ松居直の世界」の１冊です。シリーズ３巻を読むことで、絵本を通じて世界に向
けた眼差しなど、松居氏の子どもの本に込めた強い思いをより感じることができます。 (雪)

イベント案内
■県民ライブコンサート ※申込不要 （１Ｆホール）

・７月13日（日） クラリネットとピアノによるコンサート
・８月17日（日） 電子オルガン（エレクトーン）によるコン
サート

■館内展示
１階 ロビー

・「栃木県立図書館ＥＸＰＯ
～未来といのちにフィーチャーする～」（７月23日まで）

・「昭和100年・戦後80年記念展示
本で辿る昭和・平成・令和」 （７月25日から）

・JICA栃木デスク連携展示「アフリカ開発会議(TICAD)
が８月に横浜で開催されます！」（７月25日から）

２階 公開資料室
・やさしいきもちで支えあう～共に生きる社会へ～

３階 地域資料室
・宇都宮ブレックス B.LEAGUE優勝
・〔博物館連携〕とちぎ戦後80年～いま、おやと子

で知る 軍隊・戦争と栃木～（７月12日から）
・〔美術館連携〕動くゴッホ展―デジタルアートは

実物を超えるのか
・〔文書館連携〕令和７年度常設展「文書でみる

栃木の疎開」ほか

４階 公開資料室
・第173回 芥川賞・直木賞（７月中旬から）

地下１階 読書活動支援室
・青少年読書感想文全国コンクール課題図書

ほか（７月中旬から）
・栃木子どもの本の講座2025連携展示

図書館カレンダー ※□は休館日です。 最新情報はホームページをご確認ください。
７月５日・21日、８月２・９日は県庁地下駐車場が利用できません。
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